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学習課題（小学校５年生） 

【国語】  

〈学習内容〉 

◆「提案しよう、言葉とわたしたち」（教科書 211～215 ページ）」を学習

します。 
 

(1) 211～215ページを読み、学習の進め方を確認しましょう。 

(2) 身の回りから、言葉の使い方に関する課題を見付け、誰にどんな提

案をするのか決めましょう。 
 

 

 

 

 
 

 
 

(3) 212 ページ□2 に書いていることを参考に、提案したいことの現状

や、根拠となる情報など、提案のための情報を集め、ノートや取組

シートに書きましょう。 

  ※本や新聞を読んだり、インターネットを使って調べたりすること

ができますね。 
 

(4) 集めた情報を生かして、スピーチの内容や話す順序（初め、中、終

わり）を考え、スピーチメモと提示する資料をノートや取組シート

に書きましょう。 

  ※スピーチメモは、213ページを参考にするといいですね。 

  ※提示する資料は、214ページの下にのっている資料を参考にする

といいですね。 
 

(5) メモと提示する資料を使ってスピーチをするときに、どんな表現

の工夫をするとよいか考え、何回もスピーチの練習をしましょう。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

(6) (2)で決めた相手に資料を提示しながらスピーチをして、215 ペー

ジの「たいせつ」の三つのことができているか聞いてみましょう。 
 

(7) 215ページ「ふりかえろう」で学習したことをふり返りましょう。 
 

 

参考例） 事実…図書館の本を一か月に一冊も読まない人がいる。 

感想…本を読まない人が多いと思った。 

意見…本を読む楽しさを伝えていくべきと考えた。 

スピーチの内容や構成のポイント 

・話の構成の工夫（初め、中、終わり）。 

・事実と感想、意見の区別をする。 

・具体的な経験や調べた資料をあつかう。 

表現の仕方のポイント 

・声の強弱や話す速さ、間の取り方などの話し方。 

・事実を伝えるときに資料を見せたり、特に見てほ

しいところを指で示したりする。 

この学習では、言葉の使い方に関する課題について調べ、 

事実と感想、意見とを区別して、説得力のある提案をします。 
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◆「日本語の表記（教科書 216～217 ページ）」を学習します。 

(1) 表記とはどのようなことか 216 ページから見付けて、身の回りで

どのように使われているか探しましょう。 
 

(2) 216～217 ページを読み、表意文字と表音文字の違いについて考え

ましょう。さらに、漢字、仮名、ローマ字の特徴を考え、ノートや

取組シートに書きましょう。 
 

(3) 217ページ下段の□1 に取り組み、文字によって受ける印象がどう変

わるか考え、それぞれの表記をどう使い分けるといいかノートや

取組シートに書きましょう。また、ローマ字も考えてみましょう。 

 

 

 

 
 
 

 

 

◆書写「五年生のまとめ（書写の教科書 34～35 ページ）」を学習します。 

(1) 34ページを読み、「近づく春」を毛筆で書くとき

に気を付けることを考えましょう。 
 

(2) 34 ページの「たいせつ」を読んで、35 ページの

「近づく春」の点画のつながりや部分の組み立

て、文字の配列について考えましょう。 
 

(3) 学習したことを生かして 35ページの「近づく春」

を手本にして、毛筆で書きましょう。 
 

 

◆新出漢字「豊」～「領」をノートや取組シートに練習します。 

（読み方や筆順などは、教科書 292 ページに載っています。） 
 
 

＜保護者による関わり方のポイント＞※可能な範囲でお願いします。 
 

・「提案しよう、言葉とわたしたち」では、説得力のある提案をするために。聞き手側の立

場に立って、話の内容や構成、話し方を工夫することが大切です。そのためには、提案す

るための情報を集めることが必要になりますので、可能であれば、参考になりそうな本や

インターネットの情報などを紹介してあげてください。 

・「日本語の表記」では、読みやすさや伝わりやすさを考えながら、漢字と仮名、ローマ字

を使い分けることが大切です。見たことがある表記について、どんな場所や物で見たこと

があるか家族で会話をしてみることも、興味・関心をもつきっかけになります。 

・書写「五年生のまとめ」の学習では、これまでの書写で学習したことを意識して書くこと

が大切になります。「点画のつながりと字形」「部分の組み立て」「文字の大きさ」「用紙に

合った文字の大きさ」を振り返って毛筆を書き、それを硬筆でも生かして漢字を書かせる

ことをお勧めします。 
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（参考例） 

平仮名は、 ～～～な印象です。そのため、（相手など）に書くといいと思います。 

片仮名は、 ・・・な印象です。そのため、（場合など）に書くといいと思います。 

漢字は、○○○な印象です。そのため、（場所など）に書くといいと思います。 

ローマ字は、――な印象です。そのため、（物など）に書くといいと思います。 


